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〔論文審査の要旨〕 (Summary of the Dissertation Evaluation) 
 
本論文は、初期近代イングランドの詩人ジョン・ダンが、自らを詩人としてどのように成型しようとし

たのか（第一部、第一章～第三章）、ダンの詩人としての功績は同時代の別の詩人にどのような影響を与

えたのか（第二部、第四章～第五章）、そしてダンは死後どのような詩人として表象されるようになった

のか（第三部、第六章～第七章）について、彼が詩人としての活動を開始した 1590 年頃から死後の彼の

詩の受容に最も大きな影響を与えたアイザック・ウォルトンが、著作『釣魚大全』の最終版を出版した 1676 
年までの時期に特に注意を向けて論じたものである。 
 
第一章では、ダンが文学的自己成型をなす過程で、1590 年代のイングランドで流行した書簡詩という

ジャンルの確立に意義深い貢献をしたことが示される。 
第二章では、トマス・ウッドワードへの書簡詩ならびにトマスからダンへの書簡詩が、ソネットとオウ

ィディウス風書簡詩という文学ジャンルのなかに位置づけられている。 
 第三章では、ローランド・ウッドワードへの書簡詩が、親密な手紙とホラティウス風書簡詩というジャ

ンルのなかに位置づけられている。 
第四章では、ダンとエドワード・ハーバートの関係が伝記的に探られるとともに、1590 年代のイング

ランドで諷刺詩が真理を探求するための道具として機能していたことが確認され、二人の諷刺詩が比較考

察されている。 
第五章では、ダンの書簡詩、ハーバートの散文作品と前者の死に寄せた挽歌が精読され、二人が真理に

ついて議論し、対話していた痕跡として論じられている。 
第六章では、ダンの詩の意味が社会的および物質的な文脈によって規定されるようになった複数の事例

が詳述されている。また、ウォルトンが伝記においては好意的に扱っているダンに対して『釣魚大全』に

おいては批判的な態度を向けていることを問題提起している。 
第七章では、ウォルトンが理想的な釣り人と称えたヘンリー・ウォットンが、ダン受容史研究の補助線

として考察され、彼の釣魚詩と『釣魚大全』との比較によって当時の釣り人の価値が明らかにされている。 
第八章では、第六章でなされた問題提起に答えを与えるために、ダンの「餌」が精読され、ウォルトン 



   

は、ダンの詩を聖人伝的な受容との整合性を意図して解釈しており、釣りを嘲笑する「餌」を回心前のダ

ンの心性を表す恋愛詩として捉えていた、と論じられている。 
 
本論文は，次の４点で高く評価できる。 

１．ジョン・ダンとウッドワード兄弟との関係を明らかにすることで、二つの書簡詩群を今までの研

究史にはなかった新たな時系列で論じ、ダンの詩人としての自己形成の記録を見出した。 
２．詩人ジョージ・ハーバートに比して、これまで等閑視されていた兄、エドワード・ハーバートの

作品とダンの書簡詩、諷刺詩との接点を見出し、真理の追求という主題を考察した。 
３．アイザック・ウォルトンが、ダンの回心のナラティヴを『釣魚大全』の中で再利用していること

を詳細に論証した。 
４．マニュスクリプトを含む、英国初期近代の難解な韻文を正確に読み解き、自らの論点を卓越した

英語で表現した。 
 
以上、審査の結果、本論文の著者は博士（文学）の学位を授与される十分な資格があるものと認め

られる。 
令和６年 ２月 １日 
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